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分類：CD  

作曲家：J.S.バッハ  

曲：ヴァイオリン協奏曲 ニ短調 BWV 1052R他 

演奏：イザベル・ファウスト（Vn）他／ベルリン古楽アカデミー オーケストラ 

発売：harmonia mumdi  

No．：HMM 902335 
概要：  

   

ベルリン古楽アカデミーオーケストラの演奏会で求めてきた、J.S.バッハヴァイオリ

ン協奏曲、シンフォニア、序曲とソナタ集の CDです。 

収録曲 

[CD1] 

・ヴァイオリン協奏曲 ニ短調 BWV 1052R 

・カンタータ第 174番「われいと高き者を心を尽して愛しまつる」 BWV 174よりシ

ンフォニア（hrn2, ob2, オーボエ・ダ・カッチャ,vn3, vla3, vc3, 通奏低音） 

・ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 BWV 1042 

・カンタータ第 21 番「わがうちに憂いは満ちぬ」BWV 21よりシンフォニア（ob, 

弦, 通奏低音） 

・トリオ・ソナタ ハ長調 BWV 529（vn2と通奏低音） 

・オーボエ、ヴァイオリン、弦と通奏低音のための協奏曲 ハ短調 BWV 1060R 

[CD2] 

・管弦楽組曲第 2番 BWV 1067～ヴァイオリンと弦楽合奏、通奏低音の編成による

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/?p=16813


（イ短調で演奏） 

・トリオ・ソナタ ニ短調 BWV 527（ob, vn, 通奏低音） 

・ヴァイオリン協奏曲 ト短調 BWV 1056R 

・カンタータ第 182番「天の王よ、汝を迎えまつらん」BWV 182より第 1曲ソナタ 

（rec, vn, 弦と通奏低音） 

・ヴァイオリン協奏曲 イ短調 BWV 1041 

・シンフォニア BWV 1045（vn；trp3, tim, ob2, 弦、通低） 

・2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV 1043 

演奏： 

イザベル・ファウスト（ヴァイオリン／ヤコブ・シュタイナー） 

ベルンハルト・フォルク（ヴァイオリン／制作者不明（1725 年）） 

クセニア・レフラー（オーボエ、リコーダー） 

ヤン・フライハイト（チェロ） 

ラファエル・アルパーマン（チェンバロ） 

ベルリン古楽アカデミー（コンサートマスター：ベルンハルト・フォルク） 

録音：2017年 12月、2018年 9月／テルデックス・スタジオ・ベルリン 

ネットからの解説を引用します。 

「イザベル・ファウストとベルリン古楽アカデミーによるバッハの登場です！！ヴァ

イオリン協奏曲のほか、オルガンのトリオ・ソナタをヴァイオリンと通奏低音で演

奏、さらに管弦楽組曲第 2番のフルート・ソロ部分をヴァイオリンで演奏するなど、

興味津津のプログラム。ファウストのソロは彼女の魅力そのものの音色、しなやか、

そして完璧な技巧。ファウストのバッハ、というだけでもうれしいのに、ベルリン古

楽アカデミーとの共演というのもまた注目。現在コンサートマスターを務めるベルン

ハルト・フォルクや、アクサンからも多数名盤をリリースしているオーボエのクセニ

ア・レフラーなど、共演するソリスト（ベルリン古楽アカデミーのメンバーでもあ

る）たちとの豪華共演も聴きものです。【ヴァイオリン協奏曲 ニ短調 BWV 

1052R】 現在チェンバロ協奏曲(BWV 1052) として伝わっているものは、消失した

ヴァイオリン協奏曲のチェンバロ版編曲。ここではヴァイオリン独奏版で演奏してい

ます。【カンタータ第 174番「われいと高き者を心を尽して愛しまつる」BWV 174

よりシンフォニア】 もともとはブランデンブルク協奏曲第 3番（1721年完成）の第

1楽章で、ホルン 2本とオーボエ 3本を加えたより大きな編成をとっています。 【ヴ

ァイオリン協奏曲 ホ長調 BWV 1042】バッハがケーテンの宮廷楽長を務めていた時

期（1718-23）に書かれたとされるもので、晴れやかで力強い上昇音型で、独奏ヴァ

イオリンの活躍も印象的な人気作品です。【カンタータ第 21番「わがうちに憂いは

満ちぬ」BWV 21よりシンフォニア】カンタータ第 21番は嘆きを歌う第 1部と救い

の喜びを歌う第 2部から成る大作。第 1部冒頭のシンフォニアは、ヴァイオリンが描



く「憂い」の表情に打たれる名曲です。【トリオ・ソナタ ハ長調 BWV 529】 オル

ガン作品として現在伝わっていますが、もとは室内楽トリオだと考えられるもの。こ

こでは 2つのヴァイオリンと通奏低音という編成で演奏しています。ヴァイオリン 2 

本が奏でるヴィルトゥオーゾ的な音型が、広い音域のハーモニーの上で奏でられま

す。【オーボエ、ヴァイオリン、弦と通奏低音のための協奏曲 ハ短調 BWV 

1060R】 現在「2台のチェンバロのための協奏曲 BWV 1060」として伝わるもの

は、消失した協奏曲の編曲で、原曲はここでも演奏されているオーボエとヴァイオリ

ンが独奏を務める協奏曲とみなされています。【管弦楽組曲第 2番 BWV 1067】 フ

ルート、弦楽合奏、通奏低音という編成で現在伝わっていますが、もともとは独奏ヴ

ァイオリンのための協奏曲で、調性も全音低いイ短調で構想されていたと考えられ、

ここではそのヴァージョンで演奏しています。【トリオ・ソナタ BWV 527】オルガ

ン作品として現在伝わっていますが、もともとは室内楽トリオのための作品だったと

考えられています。ここではオーボエ、ヴァイオリンと通奏低音で演奏。第 2楽章の

美しさにはノックアウトです。【ヴァイオリン協奏曲 ト短調 BWV 1056R】チェン

バロ協奏曲ヘ短調 BWV 1056の初期稿にあたるもの。【カンタータ第 182番「天の

王よ、汝を迎えまつらん」BWV 182より 第 1曲 ソナタ】独奏ヴァイオリンとリコ

ーダーの奏する付点リズムが、ロバに乗って入場する「天の王」の歩みを描く。【ヴ

ァイオリン協奏曲 イ短調 BWV 1041】 その大半をバッハが作成したパート譜で伝え

られている作品。冒頭の 2音モティーフも印象的な名曲です。【シンフォニア BWV 

1045】 失われた教会カンタータの導入楽章として伝えられる作品で、独奏ヴァイオ

リンと弦楽合奏、通奏低音のための協奏曲が原曲だったと思われます。149小節まで

しか残されていませんが、短いカデンツァを挿入し冒頭のリトルネッロの主題を演奏

して締めくくられます。【2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV 1043】 

言わずと知れた 2つのヴァイオリンのための協奏曲。2つのヴァイオリンがたがいに

拮抗する立場で作品が進みますが、ファウストとベルンハルト・フォルクの丁々発止

のやりとりも聴きものです。」 

バッハのヴァイオリン協奏曲、シンフォニア、序曲とソナタ集の CDですが、お馴染

みの曲が多く含まれています。録音は、2017年と 2018年でテルデックスのスタジオ

録音で、非常に鮮明にピリオド楽器の音色を捉えています。 

ファウストは、ストラディヴァリウスのモダンでも演奏しますが、ここでは 1658年

のヤコブ・シュタイナーを使用しています。 

全体的に速いテンポで切れ味の良い演奏ですが、ピリオド楽器のため、騒々しいとい

う印象はありません。 

ファウストの独特の解釈とベルリン古楽アカデミー オーケストラの練達のメンバーの

弾く、オーボエその他のピリオド楽器の会話が聴かせどころです。 

 



以上 

 

 

 


